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代表質問
市
内
ロ
ケ

の

誘

致

問
　
本
市
に
は
、
映
画
や
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
等
の
ロ
ケ
地
に
な
っ

た
観
光
名
所
等
が
数
多
く
あ
り
、

こ
れ
ら
既
存
リ
ソ
ー
ス
の
有
効

活
用
は
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
及

び
観
光
交
流
政
策
の
観
点
か
ら

も
大
変
有
効
と
考
え
る
。
市
は
、

平
成
25
年
度
か
ら
撮
影
許
可
手

続
の
簡
素
化
と
迅
速
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
撮
影
許
可
の

実
績
と
現
状
を
問
う
。

答
　
市
が
受
け
た
撮
影
候
補
地

の
問
い
合
わ
せ
件
数
は
、
26
年

度
49
件
、
27
年
度
は
1
月
末
現

在
で
54
件
と
増
加
傾
向
に
あ
り
、

撮
影
の
実
績
は
暦
年
で
25
年
の

29
件
か
ら
27
年
は
53
件
と
大
き

く
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
大
半

は
動
植
物
園
の
取
材
等
だ
が
、

27
年
は
映
画
や
ド
ラ
マ
等
の
映

像
作
品
が
13
件
と
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
件
数
と
な
っ
て
い
る
。

ひ
と
り
親
家

庭
へ
の
支
援

問
　
子
供
の
貧
困
対
策
と
ひ
と

り
親
家
庭
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
実
施

し
、
ど
う
周
知
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
平
成
23
年
度
全
国
母
子

世
帯
等
調
査
に
よ
る
と
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
平
均
年
間
就
労
収

入
は
父
子
家
庭
の
3　6　0
万
円

に
対
し
、
母
子
家
庭
で
1　8　1

万
円
と
の
こ
と
だ
が
、
例
え
ば
、

母
1
人
、
小
学
校
6
年
生
1
人

の
家
庭
の
場
合
、
就
労
収
入
1

8　1
万
円
に
児
童
手
当
12
万
円

と
児
童
扶
養
手
当
約
41
万
円
を

加
え
て
も
約
2　3　4
万
円
に
止

ま
り
、
生
活
保
護
基
準
額
で
あ

る
約
2　5　3
万
円
を
19
万
円
下

回
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
更
な

る
支
援
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
認
識
は
ど
う
か
。

答
　
本
市
で
の
ひ
と
り
親
家
庭

へ
の
経
済
的
支
援
策
と
し
て
は
、

児
童
扶
養
手
当
制
度
、
遺
児
手

当
制
度
及
び
ひ
と
り
親
家
庭
の

父
母
等
医
療
費
助
成
制
度
が
あ

り
、
広
報
等
で
周
知
し
て
い
る
。

今
後
、
学
校
の
活
用
等
、
効
果

的
な
周
知
方
法
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
収
入
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

市
と
し
て
も
更
な
る
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
支
援
策
に
つ
い

て
は
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
と
共
に
、
関
係
部
署
と
連

携
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス

問
　
現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
運
行
指
針
は
、
未
運
行
地
域

の
住
民
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
す

ぎ
る
。
運
行
に
関
す
る
経
験
や

知
識
を
持
つ
行
政
が
主
体
と
な

り
、
地
域
の
意
見
を
聴
い
て
計

画
を
ま
と
め
る
過
程
で
バ
ス
コ

多
文
化
共
生

社
会
の
推
進

問
　
国
際
交
流
の
推
進
に
は
賛

成
だ
が
、
現
地
の
食
文
化
や
生

活
習
慣
が
日
本
で
は
若
干
違
う

よ
う
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
施
政
方
針
に
、
他
国
の
食

文
化
・
生
活
習
慣
等
を
学
ぶ
機

会
を
設
け
て
い
く
と
あ
る
が
、

本
事
業
の
目
的
と
内
容
を
問
う
。

答
　
本
事
業
は
、
2　0　2　0
年

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
東
京
大
会
を
見
据
え
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
国

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
醸
成
し
て
い
く

手
法
に
切
り
替
え
る
べ
き
で
あ

る
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
公
平
性

や
市
民
の
交
通
権
確
保
の
点
か

ら
も
、
少
な
く
と
も
未
運
行
地

域
で
は
運
行
指
針
を
見
直
す
べ

き
で
あ
る
。
市
の
見
解
を
問
う
。

答
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
は
、
計
画
段
階
で
地
域
住
民

が
参
加
す
る
こ
と
で
需
要
が
喚

起
さ
れ
、
地
元
に
密
着
し
た
路

籍
や
民
族
等
の
異
な
る
者
が
互

い
に
文
化
的
な
違
い
を
尊
重
し

合
い
、
対
等
な
関
係
を
築
き
な

が
ら
、
地
域
の
構
成
員
と
し
て

多
文
化
共
生
社
会
を
推
進
す
る

重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の

内
容
と
し
て
は
、
小
学
校
6
年

生
を
対
象
に
、
外
国
人
の
シ
ェ

フ
を
派
遣
し
、
調
理
実
習
等
と

共
に
、
そ
の
国
や
地
域
の
食
文

化
や
生
活
習
慣
等
の
紹
介
を
通

じ
て
、
そ
の
国
や
地
域
の
正
し

い
知
識
を
学
ぶ
も
の
で
あ
る
。

本
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
、
そ

線
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
こ
と

か
ら
、
運
行
指
針
で
は
計
画
案

を
要
望
者
が
作
成
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
他
市
で
も
、
市
民

と
の
協
働
や
財
源
を
重
視
し
て

い
る
こ
と
が
窺
え
る
他
、
利
用

者
数
や
経
費
の
問
題
で
路
線
を

廃
止
す
る
例
も
あ
る
。
バ
ス
の

継
続
的
な
運
行
に
は
沿
線
住
民

が
乗
車
す
る
と
い
う
利
用
者
の

支
援
も
欠
か
せ
な
い
た
め
、
市

と
し
て
は
、
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
バ
ス
運
行
を
定
め
る
現
行

の
指
針
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

パ
ス
ポ
ー
ト
発

給
窓
口
の
開
設

問
　
ア
イ
・
リ
ン
ク
セ
ン
タ
ー

へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
発
給
窓
口
の

設
置
に
伴
い
、
ア
イ
・
リ
ン
ク

の
国
や
地
域
本
来
の
正
し
い
食

文
化
や
歴
史
、
風
俗
、
国
民
性

等
を
理
解
し
て
日
本
と
比
べ
る

こ
と
で
、
日
本
の
食
文
化
や
生

活
習
慣
等
を
再
発
見
・
再
認
識

で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

道
徳
教
育

問
　
教
育
行
政
運
営
方
針
に
、

豊
か
な
心
、
道
徳
教
育
の
推
進

を
図
る
と
あ
る
。
市
は
こ
れ
ま

で
も
子
ど
も
の
豊
か
な
心
の
醸

成
を
目
指
し
、
道
徳
教
育
の
充

実
に
努
め
て
い
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
　
市
と
し
て
は
、
子
ど
も
の

豊
か
な
心
の
醸
成
を
目
指
し
、

道
徳
の
時
間
に
お
け
る
人
権
擁

護
委
員
等
の
外
部
人
材
の
招し

ょ
う
へ
い聘

を
含
む
多
様
な
教
材
の
活
用
、

保
護
者
や
地
域
と
の
交
流
活
動
、

特
に
中
学
校
で
進
め
ら
れ
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
3
点

に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
自
己
を

ル
ー
ム
3
が
廃
止
さ
れ
る
。
平

成
28
年
2
月
23
日
に
予
約
状
況

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
ル
ー
ム

1
～
3
の
利
用
率
は
3
月
末
ま

で
21
・
9
％
と
結
構
高
い
こ
と

が
判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
を
市

は
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

今
後
建
設
さ
れ
る
新
庁
舎
に
窓

口
を
移
転
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
同
一
時
間
帯
で
ル
ー
ム
1

～
3
の
利
用
率
は
、
26
年
度
実

績
で
使
用
可
能
枠
の
約
21
・
7

％
、
同
一
団
体
で
3
部
屋
通
し

て
の
利
用
率
は
約
5
・
8
％
、

市
役
所
関
係
を
除
く
民
間
団
体

の
利
用
率
は
約
3
・
3
％
で
あ

る
。
今
後
、
3
部
屋
通
し
て
の

使
用
希
望
に
は
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
等
を
案
内

す
る
他
、
効
率
的
な
利
用
を
図

る
た
め
、
貸
出
は
1
時
間
単
位

見
つ
め
、
相
手
を
思
い
や
る
気

持
ち
を
育
み
、
ま
た
自
己
有
用

感
を
得
ら
れ
る
よ
う
継
続
的
に

推
進
を
図
っ
て
い
く
。
今
後
も

子
ど
も
の
道
徳
性
が
更
に
育
ま

に
見
直
す
。
ま
た
、
窓
口
は
ル

れ
る
よ
う
、
道
徳
教
育
の
充
実

に
努
め
て
い
く
。
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属
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市
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長
友
　
正
徳
　
　
片
岡
き
ょ
う
こ

増
田
　
好
秀

越
川
　
雅
史
　
　
湯
浅
　
止
子

秋
本
の
り
子

ほ
そ
だ
伸
一
　
　
三
浦
　
一
成

青
山
ひ
ろ
か
ず

「行徳支所が銀行に!?」テレビドラマのロケ

他国の文化を理解して日本の文化を再認識現在３路線で運行する市川市コミュニティバス

ー
ム
3
で
今
後
も
継
続
し
た
い
。


